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目的：わが国の自殺者の状況は、１１年連続３万人を超え、長野県も５００人前後の状況が続くなかで、平成
１９年から長野県警察の協力を得て自殺者の傾向の分析が可能となり、平成１９年、２０年の自殺者の傾向の比
較をし、増加の要因を探ることを目的とした。
方法：長野県警察の協力で、本県における平成２０年における自殺者のデータ提示をうけ、自殺者の実態と
背景について平成１９年と比較した。
結果・考察：自殺者数は平成１８年、１９年と２年連続で減少したが、平成２０年は８０人増加し、５９８人となり、
全国で３９位だった平成１９年から２１位となり、全国平均と同様の水準となった。男性の年代別自殺者数では
平成１９年は４０歳代が最も多かったが、平成２０年は３０歳代がトップとなった。要因としては健康問題、その
中でも特にうつ病の増加が顕著であり約３倍となっている。働き盛りや青年期へのうつ病対策がより一層
重要となる。

Key words: 自殺（suicide）、自殺の原因（cause of suicide）、うつ病（depression）

Ⅰ．は じ め に 

　わが国の自殺者数は平成１０年から１１年連続３万人を
超えたとの発表が平成２１年５月、警察庁よりなされ
た1)。長野県（以下本県と略す）の自殺者数も平成１０
年より５００人を超え、５００人から６５０人の間で推移し、
人口動態統計の自殺死亡率で比較しても全国と同様に
高い水準にある。（図１）
　我々は平成１９年から長野県警察より長野県内分の
データの提供を受け自殺の傾向の分析を実施した。本
調査では、平成１９年と平成２０年のデータを比較するこ
とで、自殺者の傾向、増加の要因について考察した。

Ⅱ．方　　　法

　長野県警察の協力で、本県の平成２０年における自殺
者のデータ提示をうけ、自殺者の実態と背景について
平成１９年と比較した2)。
　データの属性は「性別」、「年齢別」、「職業別」のほ
か、「原因・動機別」である。「原因・動機別」では
「家庭問題」、「健康問題」、「経済・生活問題」、「勤務
問題」、「男女問題」、「学校問題」、「その他」の分類内
容をさらに詳細に分けている。
　原因・動機別の詳細においては、昨年著者らが分析
した2)、自殺リスクの高い働き盛り世代（３５歳から５５
歳）、高齢者世代（６５歳以上）に加え、青年期世代
（１９歳から３４歳）を加え年代別の比較をした。
　自殺に関する統計は警察庁の統計のほかに人口動態
統計があり、平成１９年、２０年の自殺者数について照応
した。（２００９年１２月２日受付、２０１０年２月２３日受理）
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Ⅲ．結　　　果

　本県の自殺者数は平成１７年の６１４人から、平成１８年
（５５４人）、平成１９年（５１８人）と減少傾向にあったが、
平成２０年は対前年比８０人増加し、５９８人となっている。
（図１）

Ａ　年齢別分類

　年齢別、男女別の自殺者数を平成１９年と比較すると、

男性の２０歳代、３０歳代が増加している。
（図２）
　平成１９年には５０歳代の男性の自殺者数が８３人と最も
高かったが、平成２０年には５０歳代は７５人と若干減少し、
３０歳代の男性が３３人増加し８１人となり、年代別の自殺
者数で最も高くなっている。男性の年齢別に占める割
合では２０歳代が６％から１１％へ、３０歳代が１３％から
１９％へ増加している。５０歳代は２３％から１７％へ減少し
ている。

図２　年代別自殺者数

図１　自殺死亡率（人口１０万対）の推移
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Ｂ　原因別分類

　男女別の自殺の原因を見ると、図３のようになる。
自殺の３大原因は「健康問題」、「家庭問題」、「経済問
題」となり平成１９年と同様であるが、男性の健康問題
が１２１人から１６８人と３９％増加している。男性の原因別
に占める割合は健康問題が３３％から３９％へ増加し、家
庭問題、経済問題は１６％から１１％、１８％から１５％と減
少している。（図３）

１　健康問題
　健康問題を男女別にみると、うつ病は男女共に増加
し、男性については４７人から６８人と４４．６％増加してい
る。身体の病気は男性が４５人から６１人と３５％増加して
いる。健康問題に占める割合で比較すると男性のうつ
病は４０％から３９％、身体の病気は３７％から３６％であり
変化が見られない。女性のうつ病は３５人から４１人へ
１７％増加し、身体の病気は４１人から３４人と１７％減少し
ている。健康問題に占める割合で見ると女性はうつ病
が３６％から４６％へ増加し、身体の病気が４４％から３７％
へ減少している。（図４）

　年代別に健康問題の内容を見ると、特に男性の１９歳
から３４歳の青年期世代の「健康問題」が１４人から２９人
と倍増している。要因として、うつ病が６人から１８人
と３倍になっている。３５歳から５５歳の働き盛り世代男
性の「健康問題」での自殺者数は４３人から５２人と
２０．９％増加している。要因としては身体疾患が４人増
加して８人、うつ病は２人増加し３０人と健康問題の要

因としてうつ病が最も多い傾向は変わらない。６５歳以
上の高齢者世代男性では身体疾患が２８人から３６人と
２８．６％増加している。（図５、図６、図７）

２　経済・生活問題
　次いで「経済・生活問題」では、平成１９年は男性が
全体の９２％を占めていたが、平成２０年は、女性は、６
人から１０人へ増加し、全体の割合は８％から１４％に増
加した。（図３）
　経済・生活問題の中では平成１９年は男女合わせて
「多重債務」が２１人と最も多かったが、平成２０年は１５
人へ減少し、「負債その他」が１０人から１８人へ８０％増
加している。（図８）
３　家庭問題
　「家庭問題」は総数が少ないなかで男女とも増加し
ているものが「親子関係」、「家族の将来悲観」、「子育
ての悩み」である。（図９）
Ｃ　職業別分類

図４　健康問題　男女別数

図３　長野県の自殺の原因　男女別数

図５　健康問題　１９－３４歳男女別数

図６　健康問題　３５－５５歳男女別数

図７　健康問題　６５歳以上男女別数
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　職業別では、「無職者」が３１２人（５２．２％）と最も多
く半分を占めており、続いて「被雇用者」が１８４人
（３０．８％）「自営業者」が５６人（９．４％）の順となって
いる。（図１０）

Ⅳ．考　　　察

　長野県の自殺者数はほぼ全国平均の水準であり、平
成１８年から２年連続減少の傾向にあったが、平成２０年
は８０人増加し５９８人となった。その要因としては、２０
歳代、３０歳代の男性の自殺者数の増加が影響している。
特に青年期世代の自殺の原因として健康問題による自
殺の増加が顕著であった。なかでもうつ病の増加への
対応を検討していく必要性がある。
　青年層のうつ病は中年層とは異なり、自己愛的な要
素を持つ「現代型うつ病」など新しいタイプのうつ病
が増加していると指摘されている3)。川上は、１８歳か

ら３４歳までの気分障害患者が他の年代に比べて有意に
多く、日本においてとくにその傾向が顕著であるとい
う、ＷＨＯによる世界精神保健調査の結果を報告して
いる4)。今回の分析だけではうつ病のタイプまでは分
析出来ないが、これまでの中高年層が主であるうつ病
対策に加え、思春期の「心の危機」や職場環境を含め
た対応を考えることが今後重要となると思われる5)。
　年代別の自殺者では全体に占める数は少ないが、１０
歳代の自殺者が平成１９年から平成２０年は倍増している。
単年での分析は難しいが思春期の心の問題に取り組む
関係者が連携し対策を推進していく必要性がある。
　自殺の要因の一つに事業不振、多重債務関連問題等
が強く関与していることから、昨年度から消費生活相
談センター主催の多重債務相談会にあわせて我々は健
康相談を開始してきた。平成２１年９月に県内３地域で
健康相談を実施したところ、相談者の半数以上が身体
疾患の医療中断、４人に一人がうつ病の診断を受けて
いたという結果が得られた6)。今後も多重債務相談会
にあわせた健康相談会の実施を継続していくことがハ
イリスク者支援として重要である。また、経済的な問
題の背景には、失業などの労働環境の厳しさなどの問
題もあり、今後はハローワークとも連携し、経済、雇
用の相談にあわせた心の相談の機会の提供や弁護士、
司法書士と連携した暮らしと生活の相談会等の推進を
図ることが必要である。
　また、家庭問題においても、親子、夫婦関係、家族
の将来悲観、子育ての悩みにおいて平成１９年に比べ増
加していることから、悩みを家庭だけで抱え込まずに、
福祉事務所や保健センターなどの相談機関へ結びつく
働きかけが必要と思われる。
　自殺者を職業別にみると「無職者」が過半数を占め
るが、青年期世代の死因が「うつ病」の者を１９年と比
較すると、「無職者」の中でも「その他無職」が１人
から８人と大幅に増加している。「その他無職」とは
警察庁の統計分類によると、無職者のうち「主婦」、
「失業者」、「利子・配当・家賃等生活者」、「年金・雇
用保険等生活者」、「浮浪者」に該当しない無職者であ
る事から、職を失った者の問題だけでなくニートなど
含め、もともと職についていない者への対応も今後考
えていく必要がある。
　平成２０年の自殺の方法の特徴として、硫化水素によ
る自殺が全国的に多発したことがあげられる。当県に
おいても平成１９年には１件だったが平成２０年は１５件と
なっている7)。また、焼身自殺も平成１９年から平成２０

図８　長野県の自殺の原因　経済生活問題　男女別数

図９　長野県の自殺の原因　家庭問題　男女別数

図１０　職業別自殺者数（無職者内訳）
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位

４
位

３
位

２
位

１
位

死
亡

者
数

死
亡

者
数

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡
者
数

死
因

死
亡
者
数

死
因

年
齢

１１
３５
８

１８
９１

１６
３

肝
疾
患

１９
８

大
動
脈
瘤
及
び
解
離

２４
２

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

２６
６

老
衰

３４
１

自
　
　
殺

５０
６

不
慮
の
事
故

１０
６５

肺
炎

１５
３８

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

１５
６５

脳
血
管
疾
患

３５
８３

悪
性
新
生
物

全
体

２６
５

３
悪
性
新
生
物

４
不
慮
の
事
故

４
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

５
先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

５
周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

～
９

１６
３

１
先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

１
脳
血
管
疾
患

２
自
　
　
殺

２
悪
性
新
生
物

３
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

４
不
慮
の
事
故

１０
～
１９

５５
９

１
脳
血
管
疾
患

３
肺
炎

３
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

１７
不
慮
の
事
故

２２
自
　
　
殺

２０
～
２９

１０
８

１２
１

肝
疾
患

１
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

３
肺
炎

８
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

１１
不
慮
の
事
故

１３
脳
血
管
疾
患

１６
悪
性
新
生
物

４３
自
　
　
殺

３０
～
３９

２３
２

２８
１

先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

２
肺
炎

４
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

４
糖
尿
病

１０
肝
疾
患

２３
脳
血
管
疾
患

２６
不
慮
の
事
故

３２
悪
性
新
生
物

３６
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

６６
自
　
　
殺

４０
～
４９

７０
７

８６
３

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

１３
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

１４
肺
炎

１６
糖
尿
病

３３
肝
疾
患

３６
不
慮
の
事
故

７３
脳
血
管
疾
患

８２
自
　
　
殺

９５
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

２５
６

悪
性
新
生
物

５０
～
５９

１４
３３

１９
６

１０
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

１４
糖
尿
病

２２
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

４７
肺
炎

５１
肝
疾
患

６４
自
　
　
殺

７７
不
慮
の
事
故

１５
５

脳
血
管
疾
患

１７
７

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

６２
０

悪
性
新
生
物

６０
～
６９

３１
０２

４５
５

３８
肝
疾
患

４３
腎
不
全

４４
糖
尿
病

５７
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

６５
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

１３
９

不
慮
の
事
故

２０
４

肺
炎

４０
３

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

４０
９

脳
血
管
疾
患

１２
４５

悪
性
新
生
物

７０
～
７９

４１
１４

２
３５
７０

糖
尿
病

７３
腎
不
全

７４
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

１０
１

老
衰

１３
３

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

１４
４

不
慮
の
事
故

５０
５

肺
炎

５５
９

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

６４
８

脳
血
管
疾
患

１１
４０

悪
性
新
生
物

８０
～
８９

１５
６５

２５
４

９
糖
尿
病

１９
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

３６
腎
不
全

３９
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

４８
不
慮
の
事
故

１５
３

老
衰

２２
４

悪
性
新
生
物

２４
２

脳
血
管
疾
患

２５
４

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

２８
７

肺
炎

９０
～

女
性

総
数

そ
の
他

１０
位

９
位

８
位

７
位

６
位

５
位

４
位

３
位

２
位

１
位

死
亡

者
数

死
亡

者
数

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡
者
数

死
因

死
亡
者
数

死
因

年
齢

１０
５５
２

１９
６１

１３
７

糖
尿
病

１５
１

自
　
　
殺

１５
３

大
動
脈
瘤
及
び
解
離

２０
８

腎
不
全

３２
１

不
慮
の
事
故

７８
９

老
　
衰

８５
０

肺
　
炎

１６
５５

脳
血
管
疾
患

１８
２２

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

２５
０５

悪
性
新
生
物

全
体

２９
９

１
不
慮
の
事
故

１
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

１
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

２
悪
性
新
生
物

３
肺
　
炎

５
周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

７
先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

～
９

１４
１

１
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

２
自
　
　
殺

３
先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

３
悪
性
新
生
物

４
不
慮
の
事
故

１０
～
１９

３６
７

１
先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

１
腎
不
全

１
肺
　
炎

１
脳
血
管
疾
患

２
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

３
悪
性
新
生
物

８
不
慮
の
事
故

１２
自
　
　
殺

２０
～
２９

５６
５

１
先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

１
脳
血
管
疾
患

３
不
慮
の
事
故

３
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

１７
自
　
　
殺

２６
悪
性
新
生
物

３０
～
３９

１１
５

９
１

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

１
肺
　
炎

２
肝
疾
患

３
糖
尿
病

４
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

７
不
慮
の
事
故

７
脳
血
管
疾
患

１０
自
　
　
殺

７１
悪
性
新
生
物

４０
～
４９

３４
２

４６
３

腎
不
全

４
糖
尿
病

５
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

６
肝
疾
患

７
肺
　
炎

１２
不
慮
の
事
故

２３
自
　
　
殺

２５
脳
血
管
疾
患

２５
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

１８
６

悪
性
新
生
物

５０
～
５９

６３
０

１０
８

９
糖
尿
病

１１
腎
不
全

１１
肝
疾
患

１１
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

１９
肺
　
炎

２３
不
慮
の
事
故

２６
自
　
　
殺

４６
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

５６
脳
血
管
疾
患

３１
０

悪
性
新
生
物

６０
～
６９

１７
６０

３４
２

２２
糖
尿
病

２３
腎
不
全

２７
肝
疾
患

２９
自
　
　
殺

３６
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

７７
不
慮
の
事
故

８２
肺
　
炎

２３
８

脳
血
管
疾
患

２４
３

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

６４
１

悪
性
新
生
物

７０
～
７９

４１
３１

８１
２

３８
肝
疾
患

６５
糖
尿
病

６９
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

８９
腎
不
全

１１
８

不
慮
の
事
故

１６
７

老
　
衰

３５
５

肺
　
炎

７１
８

脳
血
管
疾
患

８０
２

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

８９
８

悪
性
新
生
物

８０
～
８９

３４
３９

５４
５

１９
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

３２
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

３４
糖
尿
病

６８
不
慮
の
事
故

８１
腎
不
全

３６
５

悪
性
新
生
物

３８
２

肺
　
炎

６０
９

老
　
衰

６０
９

脳
血
管
疾
患

６９
５

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

９０
～
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表
２
　
平
成
２０
年
（
Ｈ
１９
年
１
月
～
１２
月
）
長
野
県
に
お
け
る
年
齢
階
級
別
死
亡
原
因
順
位

合
計

総
数

そ
の
他

１０
位

９
位

８
位

７
位

６
位

５
位

４
位

３
位

２
位

１
位

死
亡

者
数

死
亡

者
数

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡

者
数

死
因

死
亡
者
数

死
因

死
亡
者
数

死
因

年
齢

２２
６９
２

４０
９９

３２
９

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

３４
５

腎
　
不
　
全

３４
９

大
動
脈
瘤
及
び
解
離

５３
８

自
　
　
殺

８３
２

不
慮
の
事
故

１１
８９

老
　
　
衰

１９
６０

肺
　
炎

３３
７７

脳
血
管
疾
患

３５
３８

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

６１
３６

悪
性
新
生
物

全
体

５７
２０

２
肺
　
　
炎

３
不
慮
の
事
故

３
悪
性
新
生
物

４
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

４
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

１０
先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

１１
周
産
期
に
発
生
し
た
病
態

～
９

３５
８

１
肺
　
　
炎

１
脳
血
管
疾
患

２
先
天
奇
形
及
び
染
色
体
異
常

９
自
　
　
殺

１４
不
慮
の
事
故

１０
～
１９

１０
０

１５
１

糖
　
尿
　
病

２
肺
　
　
炎

３
脳
血
管
疾
患

３
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

７
悪
性
新
生
物

１８
不
慮
の
事
故

５１
自
　
　
殺

２０
～
２９

２０
５

２６
１

肝
　
疾
　
患

１
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

１
結
　
　
核

２
糖
　
尿
　
病

３
肺
　
　
炎

１２
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

１３
脳
血
管
疾
患

１９
不
慮
の
事
故

３７
悪
性
新
生
物

９０
自
　
　
殺

３０
～
３９

３７
１

４５
３

腎
　
不
　
全

３
肺
　
　
炎

６
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

６
糖
　
尿
　
病

１６
肝
　
疾
　
患

３０
不
慮
の
事
故

３５
心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

３７
脳
血
管
疾
患

８１
自
　
　
殺

１０
９

悪
性
新
生
物

４０
～
４９

１０
０４

１２
７

３
腎
　
不
　
全

１３
肺
　
　
炎

１３
糖
　
尿
　
病

１９
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

２６
肝
　
疾
　
患

５７
不
慮
の
事
故

８７
自
　
　
殺

１０
２

脳
血
管
疾
患

１３
５

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

４２
２

悪
性
新
生
物

５０
～
５９

２１
９６

３１
０

１９
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

２８
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

４１
糖
　
尿
　
病

５０
肝
　
疾
　
患

７７
肺
　
　
炎

９０
自
　
　
殺

１０
６

不
慮
の
事
故

２３
６

脳
血
管
疾
患

２６
６

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

９７
３

悪
性
新
生
物

６０
～
６９

４８
１８

８３
６

６５
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

７３
自
　
　
殺

７４
糖
　
尿
　
病

９０
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

９２
腎
　
不
　
全

１９
１

不
慮
の
事
故

３０
２

肺
　
　
炎

６３
２

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

６４
４

脳
血
管
疾
患

１８
１９

悪
性
新
生
物

７０
～
７９

８５
１７

１５
２５

９７
糖
　
尿
　
病

１３
７

腎
　
不
　
全

１４
５

大
動
脈
瘤
及
び
解
離

１６
７

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

２８
０

不
慮
の
事
故

３３
０

老
　
　
衰

８８
８

肺
　
　
炎

１３
９６

脳
血
管
疾
患

１３
９７

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

２１
５５

悪
性
新
生
物

８０
～
８９

５３
８９

８９
３

４４
糖
　
尿
　
病

６０
大
動
脈
瘤
及
び
解
離

７８
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

９１
腎
　
不
　
全

１１
４

不
慮
の
事
故

６１
１

悪
性
新
生
物

６６
９

肺
　
　
炎

８３
０

老
　
　
衰

９４
５

脳
血
管
疾
患

１０
５４

心
疾
患
（
高
血
圧
性
除
く
）

９０
～

２２
６９
２

３８
０５

男
性

総
数

そ
の
他

１０
位

９
位

８
位

７
位

６
位

５
位

４
位

３
位

２
位

１
位

死
亡

者
数

死
亡
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年は１．５倍に増加し、特に女性は倍増であった。この
ような傾向は単年ではなく経過を追って分析していく
必要がある。
　自殺予防総合対策センターによる「自殺死亡におい
ての地域統計」によって8)、当県の２次医療圏ごとの
性・年齢階級別の死亡率（人口動態統計による）の提
示があった。平成１９年、２０年の２年分の警察庁統計が
警察署単位で公表された9)。今後は地域ごとの分析と
対策の検討が可能となり、住民向け啓発や情報提供、
医療機関等との連携等の推進が望まれる。
　わが国の自殺に関する統計資料は二種類あり、一つ
は厚生労働省大臣官房統計情報部の「人口動態統計」
であり、もう一つは警察庁生活安全局の「自殺の概要
資料」である。我々は今回長野県の自殺に関する統計
を平成１９年、２０年の警察データを基に本論文で解析し
た。それと照応する人口動態統計を平成１９年10)、２０年
の長野県衛生年報11)から、年齢階級別死亡原因を１０位
まで抜き出したのが表１，２である。衛生年報によれ
ば、平成１９年に較べ平成２０年は、２０歳代は２２名から４１

名、３０歳代も４３名から７１名と著しく増加しており、今
回の報告と同一の結果が裏付けられた。なお、自殺対
策白書12)にも述べた通り、両者の統計はともに不可欠
であり、数値の差は、これらの統計の対象、調査方法
の違いによる。それぞれの統計の特徴を活かしながら、
自殺の実態を正確に把握、分析していくことが今後ま
すます求められると思われる。
（表１）（表２）

Ⅴ　ま　と　め

　自殺の状況は単年の分析も重要であるが、経年で見
ることで課題や傾向が明らかになると思われる。今後
も分析を継続することで、自殺対策のより一層の推進
を図りたいと考える。
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